
茨城県土浦市大和町９－１  会場の駐車場はございません。 

周辺の駐車場、または、公共交通をご利用ください。 

茨城県にある東海第二原発は、首都圏に位置する唯一の原発です。東日本大震災で被災し、 

約８年間停止したままの老朽原発に対し、国の原子力規制委員会は、新規制基準の適合性 

審査および運転期間延長審査にも合格を与えました。「４０年で廃炉」の原則を踏み外し、 

東海第二原発は再稼働への道を進み始めています。このまま進んでいいのでしょうか。 

事故が起きたら、茨城県民はどうなるのか？ もしもに備えて考えておきませんか。 
 

交通工学と環境問題の研究者である上岡直見さんが、原子力災害の避難計画の 

実効性を検証し、想定される被害と避難の困難さを科学的に解き明かします。 
 

 

 

 
写真は、東海村の住宅地に隣接する東海第二原発（左）と、廃炉措置中の東海原発（右） 

２０１９年  

１/２６ (土)  
１３：３０～      開場 

１４：００～１５：００ 講演 

１５：００～１６：００ 質問タイム 
 

茨城県 県南生涯学習センター  

中講座室１（土浦ウララビル ５階）   
 

当日資料代 ５００円     

講師：上岡 直見 （かみおか なおみ） 

  

 

 

 

 

主催：脱原発ネットワーク茨城 

メーリングリストなどでの情報共有と定例会で 

脱原発にむけた作戦や企画を行っています。 
 

ホームページ https://nonukes-ibaraki.jimdo.com 

東海第二原発に   緊急事態  が起きたら  

茨城県は？ 首都圏は？ 

お問合せ・チケット （当日資料交換券） 扱い  

TEL 090-3094-7326 （坂本）  

TEL 090-9299-3783 （江口） 

TEL 070-5079-6308 （永井） 

TEL 090-5548-3078 (小川)  

（環境経済研究所 代表） 

 



 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 原子力災害に備えた茨城県広域避難計画 

平成２７年（２０１５年）３月 茨城県 策定 より抜粋 

 避難先地域の地図 （県のホームページにて、カラーでご覧になれます） 

  

帰還困難の可能性のある 30㎞圏内に住む約 96万人（茨城県民の約 1/3）が、 

30㎞圏外の公共施設（体育館や公民館など）で 1カ月程度の避難生活をする 

ための計画です。 

講師紹介 上岡 直見 （かみおか なおみ） 

１９７７年、早稲田大学 大学院 理工学研究科 修了。 

環境経済研究所 代表。法政大学法学部 非常勤講師。 

2017年 9月、「新潟県原子力災害時の避難方法に関する 

検証委員会」に交通工学と避難研究の専門として委員就任。 
 

著書に、『原発避難計画の検証』（合同出版）、『日本を壊す国土 

強靭化』（緑風出版）、『Jアラートとは何か』（緑風出版）他。 

『世界』 岩波書店 ２０１８年１０月号 特集「安全神話、ふたたび」 より 

東海第二発電所（日本原子力発電）は１９７８年１１月に運転を開始し、国内の

沸騰水型炉では最古である。原子炉自体の安全性にも多くの疑問があるが、も

し東海第二原発で放射性物質の大量放出が発生したら、原発周辺や首都圏

にどのような影響が及ぶだろうか。 

主な問題点が３つ考えられる。第一は、東海第二の緊急事態に際してどこに

どの程度の放射線の影響が発生するかである。第二は、原発から３０ｋｍ圏だけ

でも９３万人に及ぶ人々が実際に移動できるのかという物理的な問題である。

第三は、かりに住民が３０ｋｍ圏外に退去したとすればどのような経済的・社会

的影響が発生するのかという問題である。・・・ 


